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（様式6-A）A. 雑誌発表論文による学位申請の場合 
 
      品川 知司 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 
 
題 目   Intraoperative Neuromonitoring during Reverse Shoulder Arthroplasty 
           (リバース型人工肩関節置換術における術中神経モニタリング ) 
 
            Journal of Shoulder and Elbow Surgery（in press） 
 
          Satoshi Shinagawa, Hitoshi Shitara, Atsushi Yamamoto, Tsuyoshi Sasaki, 
            Tsuyoshi Ichinose, Noritaka Hamano, Daisuke Shimoyama, Fumitaka Endo, 
            Takuro Kuboi, Tsuyoshi Tajika, Tsutomu Kobayshi, Toshihisa Osawa, 


















研究と認められ、博士（医学）の学位に値するものと判定した。             
   平成 31年  2月 20日 
審査委員                          
      主査    群馬大学教授（医学系研究科）                 
                    臨床検査医学分野担任       村上 正巳   印 
 
      副査    群馬大学教授（医学系研究科）                 
                    放射線診断核医学分野担任     対馬 義人   印 
       
      副査    群馬大学教授（医学系研究科）                 
                リハビリテーション医学分野担任  和田 直樹   印 
 
 
   参考論文  なし 
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        群馬大学教授（医学系研究科） 
         整形外科学分野担任     筑田 博隆      印 
 
        群馬大学教授（医学系研究科） 







  主専攻分野      整形外科学       A 
 
















                                                                               
